
2019 年度（平成 31 年度） 
首都大学東京 大学院都市環境科学研究科 

都市政策科学域 選抜試験（夏季） 
博士前期課程（一般・社会人） 

 
科目  ＜小論文＞ 

       時間  ９：３０～１１：３０ 
 

注意事項： ①解答は、配布された解答用紙に行うこと。不足した場合は、手を挙げて申し出て下さい。 
②その他、監督者の指示に従うこと。 
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 次頁の図は国土交通省が 2013 年に実施した「住生活総合調査」注 のうち、設問「住宅及び居住環境に関して重要と思う項目」の結果集計である。 

設問は、住宅及び居住環境の評価の個別要素について「最も重要と思うもの」を１項目（必須）、「次いで重要と思うもの」を４項目まで（任意）、「重要と

思わないもの」を４項目まで（任意）、選択する方式で行われた。設問における個別要素は住宅 17項目と居住環境 17項目の合計 34項目が提示された。 

次頁の図では「最も重要」の回答の多い項目から順に並べている。 

（注：全国から抽出された 9.2万世帯を対象に実施） 

 

（１） 図から読み取れる結果を整理して記述しなさい。 

 

（２） 図に示されている個別要素のうち居住環境１７項目（図中で（環）の付されたもの）から一項目を取り上げ、それを明記したうえで、現状の課題 

および必要な対応策について論じなさい。 

 

 

（次のページに図があります。） 



図　住宅及び居住環境の各要素の重要度
注：　各項目末尾の（住）は住宅の、（環）は居住環境の個別要素であることを表す。

（『平成２５年 住生活総合調査結果』（国土交通省住宅局）表２をもとに作成）
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換気性能(住）

冷暖房などの省エネルギー性(住）

敷地やまわりのバリアフリー化の状況(環）

まちなみ、景観(環）

子育て支援サービスの状況(環）

外部からの騒音に対する遮音性(住）

外部からのプライバシーの確保(住）

住宅の断熱性や気密性(住）

住宅の維持管理のしやすさ(住）

子どもの遊び場、公園など(環）

住宅のいたみの少なさ(住）

収納の多さ、使いやすさ(住）

居間など、主な居住室の採光(住）

上下階や隣戸の生活音などに対する遮音性(住）

緑、水辺などの自然とのふれあい(環）

親、子、親せきなどの住宅との距離(環）

台風時の住宅の安全性(住）

高齢者などへの配慮(住）

台所、トイレ、浴室などの使いやすさ、広さ(住）

騒音、大気汚染などの少なさ(環）

敷地の広さや日当たり、風通しなど空間のゆとり(環）

火災に対する安全性(住）

火災の延焼の防止(環）

まわりの道路の歩行時の安全性(環）

住宅の防犯性(住）

福祉、介護などの生活支援サービスの状況(環）

通勤、通学などの利便(環）

水害・津波の受けにくさ(環）

近隣の人たちやコミュニティとの関わり(環）

災害時の避難のしやすさ(環）

日常の買物、医療・福祉・文化施設などの利便(環）

住宅の広さや間取り(住）

治安、犯罪発生の防止(環）

地震時の住宅の安全性(住）

最も重要 次いで重要 どちらでもない 重要ではない 不明
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